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機能を明らかにした．そして，第 3章では，第 1章と第 2章の結果を基に総合
考察を行い，TKA後の早期リハビリテーションに対する臨床提言を述べた． 
第 1章において検討した研究結果より，歩行獲得群と歩行遅延群の術後 2週
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